
日本離床学会

受講方法
日本離床学会　離床インストラクター・アドバイザー資格

更新ポイント 対象
日本看護協会　認定看護師・専門看護師　更新点数 対象

日本作業療法士協会　生涯教育制度基礎ポイント 対象

全国研修会・学術大会日本離床学会 第12回

離床×イノベーション
～離床の新たな潮流を見逃すな～

時代の波に合った離床、できていますか？
　離床に早く取り組むこと、多職種が連携すること、病期を超えて離床を持続すること、どれも重要で効
果的だと認識されてきました。しかし、それで終わりでしょうか？ 実は離床を取り巻く環境は、社会・
時代の流れによって、今まで以上に変化しています。本大会では、その波に乗り遅れないように、各領域
の最新知識を一気に学べるラインナップを企画。また、今回より医師部会も本格的に始動し、多職種でこ
れからの離床について考えていきます。新たな発見と刺激に満ちた、しっかり学べる1日にあなたも参加
してみませんか？

日　時：
対　象：医師・看護師・PT・OT・ST（左記以外でも受講可）
会　場：インターネット生ライブ中継　見逃し受講期間2週間あり
参加料：会員 9,800円 一般 12,800円（税込）

2022年7月30日（土）

● この1年の勉強不足はここで解消！
世界の最新事情と離床のエビデンス Up Date 2022

● 一辺倒な介入に喝！ 離床に活かす画像読影・
呼吸器モード・排痰法の最新知識

● 機能回復を最大限引き出すrTMS
　　～離床+反復磁気刺激で導く治療の進め方～
● 薬物・血液浄化・呼吸管理！

総力戦で立ち向かうサイトカインストームへの戦略
● 透析中の運動で透析効率アップ！

守りつつ攻めるMobilizationの実際
● ここまで循環は変わった！

ECMO・補助循環装置使用時の離床・リハビリ

● 高齢者にも使えるEdgeの効いた運動の具体策
～選び抜かれた5つの技～

● ベテランの知恵袋！
あり得ない在宅支援を実現“くろまメソッド”の技3選

● マッスルスーツを用いた 「動作介助」 の新アプローチ
● 非対面でもあきらめない！

ウェブを活用した患者指導の極意
● 自宅で急性期ケアを実践！
オーストラリアの最前線に学ぶ新しい訪問アプローチ

2. 海外招待講演
離床を含めたケアの“束”で患者を救う！

～ABCDEFバンドルの重要性～
　  米 Vanderbilt 大学メディカルセンター… Wesley Ely 先生

一歩先ゆく離床・看護セッション

充実の教育講演

特別講演
1. スペシャルゲスト 内田篤人さん登場
困難な時代に勇気をもって立ち向かう！

　　 ～自らの経験をもとにした
　　　医療従事者への応援メッセージ～

認定指導医新設講習会＋シンポジウム

※本学会に参加で、離床アドバイザー習得コースの理論コース１単位を取得できます。 ※ポイント付与は、個人での各協会への申請が必要になります。申請に伴うご不明点は各都道府県各協会にお問い合わせください。 

学会に参加することで以下のポイントを取得できます。
ホームページよりオンライン登録

 ● デバイス別酸素療法の特徴と離床時の留意点
～リザーバー付鼻カニュラ・開放型マスク・HFNC～

 ● 腰痛で離床を諦めない！
　　 　仙腸関節性疼痛のみかたと運動療法
 ● 臨床から出たQ&Aと

アウ値で学ぶ血液データ
～栄養・脱水編～　ほか

 ● 離床のエビデンス・アセスメント・実践
 ● 医師が自ら語る早期離床！
～自施設の現状・取り組みとその課題～  ほか

速習ワークショップ

HP
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仙
腸
関
節
性
疼
痛
の

　
　
　
　
み
か
た
と
運
動
療
法

・臨
床
か
ら
出
た
Q
&A
と

　
ア
ウ
値
で
学
ぶ
血
液
デ
ー
タ

　
　
～
栄
養・
脱
水
編
～
　
ほ
か

要
予
約

臨
床
相
談
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

@
全
国
学
術
大
会
ス
ペ
シ
ャ
ル
バ
ー
ジ
ョ
ン

全
国
学
術
大
会
ス
ペ
シ
ャ
ル
バ
ー
ジ
ョ
ン

は
講
師
陣
・
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
が
勢
ぞ
ろ

い
！
 離
床
に
興
味
が
あ
る
全
国
の
仲
間
や

講
師
と
意
見
交
換
す
る

こ
と
で
、日
々
の
臨
床
の

モ
ヤ
モ
ヤ
を
解
決
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

充
実
の
海
外
講
演
・
教
育
講
演

 一
歩
先
ゆ
く
離
床
・
看
護
セ
ッ
シ
ョ
ン

医
師
部
会
セ
ッ
シ
ョ
ン

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

開
 会
 式

9:
50

10
:0
0

離
床
を
含
め
た
ケ
ア
の“
束
”で
患
者
を
救
う
！
 ～
A
B
C
D
E
Fバ
ン
ド
ル
の
重
要
性
～

W
es
le
y 
E
ly
 先
生

【
海
外
講
演
】 
S
L-
1

こ
の
1年
の
勉
強
不
足
は
こ
こ
で
解
消
！
 世
界
の
最
新
事
情
と
離
床
の
エ
ビ
デ
ン
ス
 U
p 
D
at
e 
2
0
2
2

曷
川
 元
 先
生

【
教
育
講
演
】 
K
L-
1

10
: 3
0

10
: 0
0

11
: 0
5

10
: 3
5

11
: 4
0

11
: 1
0

12
: 1
5

11
: 4
5

【
教
育
講
演
】 
K
L-
2

「
脳
神
経
領
域
」の
新
ア
プ
ロ
ー
チ
  機
能
回
復
を
最
大
限
引
き
出
す
rT
M
S

～
離
床
+
反
復
磁
気
刺
激
で
導
く
治
療
の
進
め
方
～

佐
々
木
 信
幸
 先
生

【
離
床
・
看
護
セ
ッ
シ
ョ
ン
】 
R
S
-1

こ
ん
な
指
導
が
で
き
た
ら
い
い
な
  高
齢
者
に
も
使
え
る

E
dg
eの
効
い
た
運
動
の
具
体
策
  ～
選
び
抜
か
れ
た
5
つ
の
技
～

小
西
 剛
史
 先
生

【
セ
ッ
シ
ョ
ン
】 
G
S
-1

マ
ン
ガ
で
わ
か
る
！
 退
院
指
導
で
フ
レ
イ
ル
予
防

ツ
ー
ル
を
制
す
る
者
は
長
期
離
床
を
制
す
！

～
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
離
床
の
た
め
の
評
価
・
連
携
ツ
ー
ル
～

【
セ
ッ
シ
ョ
ン
】 
G
S
-3

看
護
師
が
主
導
す
る
シ
ー
ム
レ
ス
な
離
床
の
ス
ス
メ

基
準
だ
け
を
頼
り
に
し
て
ま
せ
ん
か
！
？

く
も
膜
下
出
血
患
者
の
離
床
に
活
か
す
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

【
日
本
離
床
学
会
 認
定
指
導
医
制
度
講
習
会
】 
D
S
-1

離
床
の
理
論
と
エ
ビ
デ
ン
ス

劉
 啓
文
 先
生

【
日
本
離
床
学
会
 認
定
指
導
医
制
度
講
習
会
】 
D
S
-2

 演
 題
 発
 表

12
:1
5

13
:1
5

13
: 4
5

13
: 1
5

14
: 2
0

13
: 5
0

14
: 5
5

14
: 2
5

15
: 3
0

15
: 0
0

16
: 0
5

15
: 3
5

【
教
育
講
演
】 
K
L-
3

「
呼
吸
領
域
」の
新
ア
プ
ロ
ー
チ
  一
辺
倒
な
介
入
に
喝
！

離
床
に
活
か
す
画
像
読
影
・
呼
吸
器
モ
ー
ド
・
排
痰
法
の
最
新
知
識

飯
田
 祥
 先
生

【
離
床
・
看
護
セ
ッ
シ
ョ
ン
】 
R
S
-2

非
対
面
で
も
あ
き
ら
め
な
い
！

ウ
ェ
ブ
を
活
用
し
た
患
者
指
導
の
極
意

西
村
 紀
子
 先
生

【
教
育
講
演
】 
K
L-
4

「
腎
/糖
尿
領
域
」の
新
ア
プ
ロ
ー
チ
  透
析
中
の
運
動
で
透
析
効
率
ア
ッ
プ
！

守
り
つ
つ
攻
め
る
M
ob
ili
za
ti
on
の
実
際

田
村
 由
馬
 先
生

【
離
床
・
看
護
セ
ッ
シ
ョ
ン
】 
R
S
-3

自
宅
で
急
性
期
ケ
ア
を
実
践
！

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス
に
学
ぶ
新
し
い
看
護
ケ
ア

本
田
 一
馬
 先
生

【
離
床
・
看
護
セ
ッ
シ
ョ
ン
】 
R
S
-4

ベ
テ
ラ
ン
の
知
恵
袋
！

あ
り
得
な
い
在
宅
支
援
を
実
現“
く
ろ
ま
メ
ソ
ッ
ド
”の
技
3
選

稲
葉
 耕
太
 先
生

【
教
育
講
演
】 
K
L-
5

「
循
環
器
領
域
」の
新
ア
プ
ロ
ー
チ
  こ
こ
ま
で
循
環
は
変
わ
っ
た
！

E
C
M
O・
補
助
循
環
装
置
イ
ン
ペ
ラ
使
用
時
の
離
床
・
リ
ハ
ビ
リ

徳
田
 雅
直
 先
生

【
教
育
講
演
】 
K
L-
6

炎
症
の
治
療
に
関
す
る
新
ア
プ
ロ
ー
チ
  薬
物
・
血
液
浄
化
・
呼
吸
管
理

総
力
戦
で
立
ち
向
か
う
サ
イ
ト
カ
イ
ン
ス
ト
ー
ム
へ
の
戦
略

片
桐
 大
輔
 先
生

【
教
育
講
演
】 
K
L-
7

マ
ッ
ス
ル
ス
ー
ツ
を
用
い
た「
動
作
介
助
」の
新
ア
プ
ロ
ー
チ

～
開
発
者
が
自
ら
語
る
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
臨
床
実
践
の
キ
モ
～

小
林
 宏
 先
生

【
セ
ッ
シ
ョ
ン
】 
G
S
-4

離
床
時
の
息
切
れ
ア
セ
ス
メ
ン
ト

O
Tが
贈
る
！
 「
離
床
作
業
ツ
ー
ル
」

整
形
外
科
分
野
で
の
鎮
痛
剤
の
重
複
投
与

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】 
G
S
-2

臨
床
の
モ
ヤ
モ
ヤ
を
解
決
！

多
職
種
の
対
談
か
ら
学
ぶ
、チ
ー
ム
連
携
の
道
し
る
べ

臨
床
場
面
で
必
要
と
な
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト

中
村
 謙
介
 先
生
 ／
 浜
上
 知
宏
 先
生

【
日
本
離
床
学
会
 認
定
指
導
医
制
度
講
習
会
】 
D
S
-3

離
床
の
実
際

～
各
疾
患
へ
の
対
応
か
ら
診
療
報
酬
の
取
り
方
ま
で
～

中
西
 信
人
 先
生

W
S
-1

デ
バ
イ
ス
別
酸
素
療
法
の
特
徴
と
離
床
時
の
留
意
点

～
リ
ザ
ー
バ
ー
・
開
放
型
マ
ス
ク
・
H
FN
C
～

森
川
 明
 先
生

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】 
D
S
-4

医
師
が
自
ら
語
る
早
期
離
床
！

～
自
施
設
の
現
状
・
取
り
組
み
と
そ
の
課
題
～

こ
の
列
は
医
師
部
会
企
画
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

す
が
、医
師
以
外
の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
も
参
加

可
能
で
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
先
着
順
の
予
約
制
で
定
員

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。2
つ
の
受
講
で
所
定
の
実
技
1単

位
が
取
得
で
き
ま
す
。（
1名
2講
座
上
限
）

  ※
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
定
員
　
各
40
名

  ※
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
見
逃
し
受
講
期
間
は

  　
あ
り
ま
せ
ん
。

予

W
S
-2

腰
痛
で
離
床
を
諦
め
な
い
！

仙
腸
関
節
性
疼
痛
の
み
か
た
と
運
動
療
法

田
中
 亮
太
 先
生

予

W
S
-3

臨
床
か
ら
出
た
Q
&
A
と
ア
ウ
値
で
学
ぶ

血
液
デ
ー
タ
 ～
栄
養
・
脱
水
編
～

谷
 崇
史
 先
生

予

W
S
-4

2
0
分
で
理
解
す
る
！

離
床
に
活
か
す
心
エ
コ
ー
レ
ポ
ー
ト
の
読
み
方

鶴
 良
太
 先
生

予

W
S
-5

脳
卒
中
と
は
18
0
度
違
う
！

認
知
症
に
よ
る
嚥
下
障
害
と
ケ
ア
・
ア
プ
ロ
ー
チ

深
津
 ひ
か
り
 先
生

予

W
S
-6

多
職
種
連
携
を
グ
ン
グ
ン
推
進
す
る
！

チ
ー
ム
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
進
め
方

渡
邉
 尚
俊
 先
生

予

W
S
-7

浮
腫
・
D
V
T
予
防
に
使
え
る
！

弾
性
包
帯
・
バ
ン
テ
ー
ジ
の
正
し
い
巻
き
方
実
践

山
本
 優
一
 先
生

予

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
 内
田
篤
人
さ
ん
登
場
　
困
難
な
時
代
に
勇
気
を
も
っ
て
立
ち
向
か
う
！
 ～
自
ら
の
経
験
を
も
と
に
し
た
医
療
従
事
者
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
～
　
※
時
間
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

16
:0
5

16
:2
0

臨
床
相
談
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
＠
全
国
学
術
大
会
ス
ペ
シ
ャ
ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
　
～
離
床
の
取
り
組
み
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
３
題
＋
離
床
愚
痴
大
会
～

16
:2
0

16
:5
0

閉
会
式
　
　
優
秀
演
題
表
彰
・
ク
イ
ズ
当
選
者
発
表

16
:5
0

17
:1
0

医 師 部 会 講 習 会

・ 離
床
の
理
論
と
エ
ビ
デ
ン
ス：
劉
 啓
文

・臨
床
場
面
で
必
要
と
な
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト

　
急
性
期
編：
中
村
 謙
介
／
回
復
期・
慢
性
期
編：
浜
上
 知
宏

・離
床
の
実
際

　
～
各
疾
患
へ
の
対
応
か
ら
診
療
報
酬
の
取
り
方
ま
で
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
西
 信
人

13
:5
0-
15
:3
0

11
:1
0-
13
:4
5

医
師
が
自
ら
語
る
早
期
離
床
！

　
　
～
自
施
設
の
現
状・

　
　
　
　
　
取
り
組
み
と
そ
の
課
題
～

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

認
定
指
導
医
講
習
会



日本離床学会 第12回
（お申し込みはファックスまたは郵送にてお送り下さい。Website よりオンライン申込みも可）

全国研修会・学術大会 参加申込書

日本離床学会では、離床にかかわる医師に対する認定指導医制度を2022年に開始
します。各病院で離床の旗を振り、率先して改革をする医師を育成することで、本邦
における離床レベルの向上を目指します。

日本離床学会
　認定指導医制度
日本離床学会
　認定指導医制度
離床の第一線にかかわる医師の皆さんへ

対　象：ICU・急性期から在宅まで、すべての場面で離床に関わる医師（初期臨床研修医を除く）

申請を希望される方には、申請開始のお知らせなど、今後の情報をメールでお知らせします。
上記のQRコードからアクセスしていただき、メールアドレスをご登録ください。

学会認定指導医 申請方法

初年度キャンペーン
▼ここから
　印刷可

このお知らせを、貴院で離床に関わる医師の方に、ご案内ください。


